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「クラブ壮行会」キャプテン・部長の言葉＜No.1＞ 
 先日行われた「クラブ壮行会」で各部のキャプテンや部長が、総体への意気込みを立派に伝

えてくれました。3 年間の部活動で仲間たちと切磋琢磨し、お互いを高め合ってきたこと。

時にはぶつかることもあったこと。今、こうして総体を迎えるために、多くの支えがあり、

そのことにとても感謝していることなど、チームをまとめ、引っ張ってきたキャプテン、部

長としてみんなとても素晴らしい言葉でした。 

  1年生のみんなが最高学年になったとき、どんな 3年生になりたいですか。学校をひっぱ

ってくれる 3年生から多くのことを学び、成長していきましょう。 
◎チームをまとめるキャプテンとして・・・先輩の作文を紹介します

人の前に立ち、指示をだし、多くの人をまとめることは、とても大変で難しいことです。キ

ャプテンという立場は自分のことだけではなく、周りをみて声をかけ、チームをよい方向に導

いていかなければいけません。難しいことですが、それができるように、努力することで、き

っと大きく成長できるのだと思います。 

女子テニス部のキャプテンとして、苦しいこともあったけれど、それを通して多くのことを

学んだ先輩の作文を紹介します。 
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吹奏楽部 

私たち吹奏楽部は夏のコンクールに向けて『GOLD MUSIC～目指せ県大会！！～』という

目標のもと、日々練習に励んでいます。 

今年のコンクールでは『沢地萃たくちすい』という曲を演奏します。『沢』は水、『地』は

大衆、『萃』は生い茂ることを表しています。人や物事などがしかるべきところに集まって

くるという意味があります。少し難しい曲でしたが、昨年度の冬から練習を始め、３月には

春季発表会で演奏し、たくさんの先生方に講評してもらい、自分達の課題を見つめ直すこと

ができました。ゆっくりとした速さで練習して、リズムを確認したり同じ動きをしている人

と何度も合わせ、合奏で指導してもらったところを個人練で最低限できるように徹底し、練

習してきました。コンクールまで後一ヶ月、全員が目標の金賞・県大会を目指して頑張りま

す。応援よろしくお願いします。 

女子バレーボール部 

女子バレーボール部主将の□□□□です。私達は３年生７人、２年生４人、１年生６人

の 17人で佐藤先生、林田先生ご指導のもと、ＧＡＭＵＳＨＡＲＡをモットーに日々練習

に励んでいます。試合のとき、勝てないことも多くありましたが、学年関係なく声をかけ

合うことにより、団結力を深め、精進してきました。厳しい練習もあり、つらいこともあ

りましたが、全員で支え合ってきました。 

 また練習では、一人ひとりが精一杯声を出し、あいさつをていねいにすることを心がけ

てきました。技術以外に礼儀も大切にしています。そのため、練習試合では、他校の先生

方が「あいさつがいいね」「声が大きくて元気だね」と褒めてくださいます。 

 この総体が私達３年生にとって最大の大会となります。女子バレー部全員の声を合わせ

今まで積み重ねてきた練習の成果を発揮します。そして、１年前にたてた目標を、東播出

場を目指し、精一杯頑張ります。 

女子ソフトテニス部 

私たち女子ソフトテニス部は、田沼先生、東森先生のご指導のもと、３年生７名、２年生

19名、１年生６名の計 32名で活動しています。女子ソフトテニス部は、錦城中学校の中で

も部員数が多い部活です。部員数が多いからこそできていること、できていないことはたく

さんあります。例えばできていないこととして、素速い行動が挙げられます。人数が多いた

め、友達と話をしてしまい、なかなか練習がスタートできていません。逆にできていること

として、高め合えるということが挙げられます。支え合える仲間がたくさんいるからこそ、

競い合い、応援し合うことができます。６月 27 日、私達は中学校の大会で最大と言える総

体に出場します。今まで私達は、この日のために練習をしてきました。だからこそ、高め合

ってきた仲間と力を合わせて、残りわずかな練習でできていないことを改善し、できている

ことを継続していきたいと思います。最後はみんなで笑い合えるように、精一杯頑張ります

ので応援よろしくお願いします。 

V

I

V

A

!

私
に
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
試
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
二
年
生
の
時
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新
人
総
合
体
育
大
会
で
す
。
そ
の
試
合
は
、
あ
と

一
点
取
れ
ば
、
四
位
入
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、
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め
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の
表
彰
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と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
、
私
た
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の
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で
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し
か
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、
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の
ペ
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の
大
切
な
場
面
で
気
を
抜
い
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ま
し
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さ
っ
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た
普
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の
ボ
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し
浮
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た
チ
ャ
ン
ス
ボ
ー
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を
ネ
ッ
ト
に
か
け
た
り
、
ア
ウ
ト
し
た
り
、
普
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あ
ま
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し
な
い
ミ
ス
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り
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ま
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
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ま
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、
ミ
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ま

く
っ
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、
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っ
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、
大
逆
転
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
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合
の
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、
チ

ー
ム
の
み
ん
な
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「
お
つ
か
れ
。
」
と
か
、「
が
ん
ば
っ
た
や
ん
。」
と
か
、
た
く

さ
ん
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
で
も
、
私
の
頭
の
中
は
、「
何
で
あ
れ
決
め
ら

れ
へ
ん
か
っ
た
ん
や
ろ
。」
と
か
、
も
や
も
や
と
悔
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
涙
も
出

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
は
、
こ
の
試
合
の
後
か

ら
、
よ
り
一
層
努
力
で
き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

部
活
で
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
勉
強

に
な
っ
た
の
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
二
年
生
に
な
っ
て
後
輩

が
で
き
、
ド
キ
ド
キ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
の
中
、
キ
ャ
プ
テ
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な
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て
、
は
じ
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は
不
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た
。
最
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、
み
ん
な
全
然
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聞
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て
く
れ
な
く
て

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
徐
々
に
み
ん
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が
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を
聞
い
て
く
れ
る
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に
な
っ
て
、

「
み
ん
な
が
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を
聞
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く
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る
っ
て
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に
嬉
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、
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え

ん
や
～
」
と
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ま
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。
私
は
、
も
と
も
と
人
前
で
話
す
こ
と
が
苦
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で
は

な
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の
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、
キ
ャ
プ
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ン
く
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い
余
裕
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い
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ど
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や
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ぱ
り
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人
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。

女
テ
ニ
で
は
、
た
く
さ
ん
喧
嘩
も
し
た
し
、
い
っ
ぱ
い
笑
っ
た
し
本
当
に
た
く

さ
ん
の
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
き
な
大
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っ
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、
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て
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み
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な
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と
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い
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。

こ
れ
か
ら
も
、
部
活
や
錦
中
で
で
き
た
仲
間
を
大
切
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い

き
た
い
で
す
。

い
ま
ま
で
あ
り
が
と
う
。 


